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〈新年に想う》

課題はまず業界の協調
岐阜県プラスチック
工業組合理事長＊杉公寺翌柊
景経済が安定成長期に突入したという

ことは、 80年代に入る前から聞かされて

いましたが、プラスチック業界はなかなか

これを素直に聞き入れることができなかっ

たと思います。昨年一年をふりかえると、

これが安定成長であるという実感が湧いて

来るように思います。

石油は今までの高度成長時代に対応する

急激な値上げで、経済循環のバランスが破

れ、値上げの上昇線がカーブした年であり

ます。経済が高度成長を遂げておれば、決

してこのような現象は起こらないと思いま

す。このことが石油を多く使う国をはじめ

消費国の経済に大きな変化を求めたのであ

ります。

余りにも高価なものは消費を節約する、

また、何か代替品のものを探す。この現象

が現われたのが昨年であり、こんごもこの

現象が続くものと考えられます。

わが国のプラスチソク原料も、この現実

を正視して対策を考えなければ、基本的に

間違いを起こします。即ち、一時的な対応

や食管のような農業政策では、とても将来

に向って自立することは困難だと思います。

当面は政策的運営を願うことは当然ではあ

りますが、臨時措置であって、これが正解

にはなりません。

われわれ加工業界は、このような不安定

な川上のも

とで、今年

をどのよう

にすこ‘すの

か。このま

ま放置すれ

ば、業界が

大麻のこ‘‘と

く乱れ、はびこることは明白であります。

今年の加工業界の課題はまず第一に業界

の協調であります。低成長ということは、

パイが一定以上に大きくならないことです。

同じマスの中で分取り競争をすれば、業界

全体は悪化の一途をたどることは確実で、

業界はこの道を選んではなりません。

第二は原料業界との相互協力です。川上

である原料業界が価格安定を図るため相互

信頼の体制を取ることです。加工業界が単

独で生きうる時代はなくなりました。もし

原料業界が混乱すれば、必ず加工業界も混

乱してしまいます。第三は自助努力の企業

経営で、加工技術の競争、商品開発力の競

争は企業発展のための活力であります。

迎えた新年の加工業界の課題は、大巻く

分けて以上の3つの課題を抱えています。

これらを解決しながら進むことによって業

界の安定化が図られるものと信じ、新年の

ご挨拶とします。
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地域別に集団懇談会開く

業界のあり方や将米方策話合う
工業組合が 56年度の主事業の一つとして取組んできた『活路開拓調査指導事業』は、 6月

に準備会、そして 7月と 9月には 5人の専門家を招いての専門委員会を開く一方、業界側の協

力委員、推進委員により実態調査や現地調査が進むなど本格的な作業が開始されている。とく

に中津川、大垣、各務原、岐阜北、岐阜南の各ブロソクでは懇談会も開かれるなど会員、非会

員を問わずプラスチソク業界の将来について熱のこもった議論が展開されている。

各会場とも多数の

員外者が参加討論

活路開拓事業が盛り上がりを

見せてきたのは、県内を 10の

ブロックに分けて開催計画した

地域集団懇談会が実施されるよ

うになってから。そのトップは

9月24日、中津川商工会議所

で中津川地方プラスチノク加工

業者 25人に集ってもらい開催

した講習会。次いで各務原ブロ 岐阜北と岐阜南プロックが合同で開いた地域懇談会

ック 11月14日、大垣ブロック 11月27日、 間的な分析結果や県内業界の課題について報告

さらに 12月5日には岐阜北ブロックと岐阜南 した。各会場ともこのあと参加者全員による懇

ブロックが合同で開いた。

テーマは『プラスチック加工業はこれからど

うしたらよいか一下請加工業の発展の可能性を

さぐる』で、参加者は各会場とも 20人から 8

0人。とくに各会場とも 2~3割の員外者の参

加（中津川は全員員外者）があった。

講習内容は事務局側から活路開拓事業の概況

説明のあと専門家委員の一人である関谷裕彦県

工業技術センター高分子科長が、実態調査の中

談に入り①工業組合の事業など組合活動のあり

方と組織拡大について②県内業界の将来方向と

その対応策③東京、名古屋、大阪など関係業界

の支援、協力と地元の金型加工業界との連携④

受注、販路などの開拓と第7回産業展の開催準

備ーなどについて率直な意見交換を行った。

活路開拓はこんこ専門家委員によるビジョン

作成する一方で美山、関、芙濃・武芸、奥芙濃、

美並など残る地域で懇談会を開催する。

-3 -



翡喜芦討溢組合で手続事務を代行

中小企業者が成形機を購入する場合、従来は

税の優遇だけであったが、岐阜県では6.7％の

低利の特別融資も行っている。融資を受けるに

あたって省エネ型であるという機種の認定が必

要で、組合では事務を代行することになった。

次は省エネルギー資金融資制度の主な内容。

当工業組合が恒例行事としている研修親睦旅

行はさる 11月24、25の2日間、隣県福井

のプラスチック業界を訪ねた。参加者は大松理

事長ら 80人で、一行はバスで福井市内にある

成形工場や繊維工業試験場を見学、また、福井

県プラスチックエ組の幹部と懇談、翌日は秋色

深まる北陸路の観光を楽しんだ。

成形工場の見学はフクビ化学工業（資本金7

億 8千万円、八木熊吉社長）とエフ・アール・

ピー工業（資本金8千万円、脇坂大三社長）の

▽融資対象＝1年以上県内で営む中1J命業で

省エネ効果が10％以上の機種。機種名の一覧

表は組合にあり▽限度額＝2,00 0万円▽利率

＝年6.7%、保証が必要な場合は利率6.5%、

保証料1.0％の計7.5％▽期間＝7年以内。

2社。フクビ化学は全国的に有名な押出成形メ

ーカーでプラスチック建材を主力に最近は家具

木工や家庭用品を生産している。エフ・アール

・ピー工業は文字どおり FRP製品とガラス繊

維織物を生産、 2社とも岐阜県業界にはない業

種だけに関心を呼んだ。また、繊維工業試験場

は明治 35年4月に創立された由緒ある県立試

験場で、 5年前に新築整備された。

とくに初日の昼食をかねて開いた福井県プラ

スチックエ組との懇談会には、芦野副理事長と

渡辺事務局長が出席され、岐阜と福井の両プラ

スチック業界が工組活動を通じて手を取り合い、

交流を深めていくことを申し合わせた。

なお、 24日には山中温泉に宿泊、同夜は産

業展準備状況、活路開拓事業

の経過、組織拡大についての

ブロック会議進行状況などを

テーマに役員会を開いたあと、

参加者全員で懇親会を開催し

た。

フクピ化学の商品展示場を見学する岐阜プラスチックエ組一行

-4 -



議馘扇諏岬
言書叩＂□聾鰐
5 6年度のプラスチック射出成形技能検定合

格者がこのほど決定、 12月15日、組合事務

局で大松理事長から検定合格証書と技能士章、

技能士バッジなどが手渡された。

ことしの検定合格者は一級 1人、二級 11人

で、受験者に対する合格率は 48％となり、昨

年度の合格率 33％に比べるとかなりの好成績

であった。・授与式では大松理事長が 1人1人に

合格証書などを手渡したあと「プラスチック射

出成形の技能者は全国的にもまだ少なく誇りを

持ってさらに励んでもらいたい。とくに一級合

格者はより一層技術を磨き、二級合格者はさら

にー級の検定に挑戦、業界の発展に役立てても

らいたい』と語った。

これで岐阜県下の技能士は一級が4人、二級

は52人にのぼった。なお、新技能士の皆さん

は次のとおり。（敬称略）

＜ー級＞

河本進一（名古屋三光合成樹脂工業）

＜二級＞

柳田敬夫（武藤合成）

小島廣 ー（岐阜フ゜ラスチック工業）

一輪末政（岐阜プラスチック工業）

技術研究会が西濃二工場視察

岐阜県プラスチック技術研究会は、 10月1

4日、研修事業として大垣市の日本耐酸壕工業

と揖斐郡池田町にある日東あられ池田工場を視

察した。とくに日本耐酸壕工業では、製びんエ

程を電算化した集中管理体制を見学、参加者の

共感を呼んだ。（写真は説明を聞く一行）
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大松理事長から合格証書を受ける新技能士

新技能士となった全員がそろって記念撮影

川越健次（岐阜プラスチック工業）

山内利行（岐阜プラスチック工業）

田中康久（岐阜プラスチック工業）

森 昭範（岐阜プラスチック工業）

遠藤益夫（岐阜プラスチック工業）

日比野正弘（武藤合成）

村井幹夫（交告化成工業）

松永正志（岐阜プラスチック工業）



l全国業界ニュース I
◎増産に転じた射出成形機業界◎

プラスチック機械工業会がまとめた 56年9

月の射出成形機の受注、生産、出荷はいずれも

9 0 0台ラインを突破し、 56年の年間最高を

記録した。射出成形機の受注は 55年 10月、

1 1月には月間 60 0台を割る不振ぶりで、在

庫も 90 0台を越えていた。そのこ順次、受注

が回復、 56年8月には 86 0台、さらに 9月

には 90 0台ラインヘ乗せ、射出成形機メーカ

ーは各社とも久々に増産に転じたもの。

◎金属メッキナイロンを商品化◎

宇部興産はかねてナイロンの金属メッキ加工

技術の研究を行って苔たがこのほど商品化に成

工、自動車のホイールキャップ、電灯甜具に実

用化している。

プラスチックに金属メッキを施こすメリット

は①金属的な色調がえられる②機械的強度が向

上する③耐熱性が向上する④耐薬品性、耐水性

が改善されるーなどがあげられる。その代表的

なプラスチックにABS樹脂があるが、機械的

特性や耐熱性に不満が持たれていた。そこでエ

ンプラの金属メッキ技術の確立が待望されてい

たもので、金属メ、ノキナイロンの商品化は金属

の代替として新用途が大きく開けてこよう。

◎1人当りの消費量わが国 6位◎

このほどイギリスで各国フ゜ラスチック工業の

情報を交換する国際フ゜ラスチック団体理事者会

議で、主要生産国 18カ国の 1人当りの消費量

がまとまった。

それによると 1位はフィンランドのl2 5.6 

キログラム、 2位西ドイツ 98.6キログラム、

8位オーストリア 71. 4キログラム、 4位スイ

ス69. 6キログラム、 5位アメリカ 62.7キロ

グラム、そして日本は 57. 2キログラムで第 6

位。わが国の国民一人当りのプラスチ yク消費

量は、ヨーロッパ各国に比べるとまだまだとい

える。次は各国の消費量一覧表。

=』 'ビ

［ 国内消費鼠 | 1人当り消費晟※(kg/YI
1979 1980 1979 1980 

オーストラリア 733 807 49.9 I 54.9 

オーストリア 496 536 66.1 71.4 

ベルジ＼ 一 521 489 53 2 49.9 

力 ナ 夕 1,445 61 0 

チ l,1 71 84 6 4 7.6 

コロンビア 159 6.1 

テンマーク 337 292 66.0 56.0 

西ドイツ 6,425 6,073 104 3 98.6 

フィンランド 565 601 118.5 125.6 

フランス 2,893 2,809 54.1 52 5 

アイルランド 132 39.2 

イタリア 2,880 50 6 

日 本 7,255 6,700 62 5 57.2 

メキシコ 740 10. 7 

オランダ 500 35 5 

ノルウェイ 177 182 49 0 44.4 

南アフリカ 396 14 9 

スペイン 1,236 1,158 32. 9 30.9 

スウェーデン 820 100.0 

ス イ ス 430 444 67.6 69 6 

イギリス 2,346 1,949 42 0 34.9 

アメ リカ 17,091 14,263 77.5 62. 7 

◎ FRP材料の JI S規格準備◎

強化プラスチック協会は、工業材料として強

化プラスチック (FRP)の信頼性を向上させ

る目的で、 FRP材料の一般規格とデザインマ

ニュアルのJI S規格化準備をすすめている。

今年度内にはJI S規格化のための業界原案づ

くりを終わり工業技術院へ申請する方針でいろ。

このため早ければ57年度にも FRP材料の一

般規格JI S規格化の審議が行われる見通しで

ある。

また、これと並行して同協会はハイブリッド

FRPの材料規格とデザインマニュアルの標準

化もすすめていく。協会としては自主規格とし

て制定することにし、調査研究作業に入る。
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謬昇昇謬謬謬認謬昇謬謬謬謬翡詞謬謬式ば出デザインコーナーぢ悉けば百昇

デザインのすすめ

岐阜県プラスチックデザイン協会

デザイン評価②

前号の冷蔵庫に関する製品評価図でも明らか

なように、消費者、企業、デザイナー間には大

きな相違がある。

これは、冷蔵庫だけに見られるものではなく

資料（昭和55年度消費者のためのデザイン評

価基準調査報告）によれば、電子オーブン、ホ

ットプレートなどにもはっきりとその相違が見

られる。消費者は実利性を高く評価し、メーカ

ーは審美性を高く評価しているのだ。

それでは、なぜ消費者とメーカーとの間に、

このような評価の差が生じているのか。 「作る

」 「使う」という立場の差としてしまえばそれ

までだが、問題はその間に生じるコミニケーシ

ョンの円滑度にあるのではないだろうか。

とすれば、消費者とメーカーの中間に位置す

べきデザイナーの立場からすれば、このギャッ

プをどのように解消していくかが、最大の課題

で、デザインの真の評価につながるはずである。

「これからはデザインの時代だ」と言われる。

言葉の中にも、これまでのように単にスタイル

や色によって消費者の好みに合わせるような、

狭い意味のデザインではなく、新しいマーケッ

ティングをもデザイン業務の 1つとして、両者

のコミニケーションを円滑にしていかなければ

ならないことを含み、もう一度考えを新たにせ

ざるを得ない。

この資料を見るかぎり、消費者は私達が考え

ているより「ほんとうのデザイン」への理解が

あり「価格」 「普及度（経験度）」を大きな評

価ポイントとして、常に客観的に（クールに）

モノを選びたいと考えているようである。

たとえば、電子レンジの場合、消費者各人に

とっての利用価値（便利さの判断）が第 1の判

断基準となり、特に機能が複合化されたオーブ

ンレンジは不要であるとしている。

又、製品の普及期、成熟期にあるものは、価

格が最大の評価基準となり、高価な冷蔵庫のよ

うな商品の場合は、主婦だけで判断せず、様々

な情報を集め機種間の相違点を比較しつつ、付

加機能、操作性、ランニングコストを含めた経

済的効率等を、細かくチェックしている。

♦実利性——購入価格、性能、使いやすい工夫

によって構成される、一種の投資効果判断。

（岐阜県工業技術センター 工業デザイン室）

三菱化成のエンジニアリングプラスチックス
ナイロン樹脂 ポリカヤネト榔詣

NOVAMID"゚VA-REXRーノハミッ・- —ノハレックスー

PBT樹脂

NOVADUR ーノ9ヽトゥールー

中低圧ポリエチレン 高圧ポリエチレン

ポリエチレンNOVATECNOVATEC-L 

人巧翌翌翌翌
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謬ば謬謬謬謬謬ば翡謬謬昇昇謬昇＃組合員の工場訪問ぢ克げ討宝昇

新年はコストダウンと取組む

斎藤プラスチック工業所］

~，~ ~ ~ 9 9 9, ~,.~ 

新年を迎えて最初の組

合員訪問は、関市の東部

肥田願に工場をもつ斎藤

プラスチック工業所（資

本金50 0万円、従業員

1 7人、斎藤栄市代表取

締役）を訪ねた。工場は

斎藤栄市さん 関連合刃物協組の工場ア

パートの一角を占める。この工場アパートは中

小企業の高度化事業として国、県の助成や融資

を受けて昭和42年に完成したもの。

斎藤プラスチック工業所は、それまで関市内

大門町で刃物の柄を専門に成形していたことか

ら、刃物関連企業として入居した。 15年を経

た現在、工場内 (56 0平メートルと他に倉庫

2 3 0平方メートル）には 9台の射出成形機（

最大26 5トンから最小70トン）がずらり並

び、また、工場の一部には金型工場もあり、必

要な金型や補修は全部自前でやっている。

圧縮成形から射出成形へ代る

創業は昭和82年。父親である会長の柳三郎

さんが個人企業としてスタート。柳三郎さんの

親元（亡くなられた東和化成の納土一三さんは

兄）がプラスチックの成形加工をしていたこと

にヒントを得て、刃物の柄をプラスチック化し

た。当初は圧縮成形機で、樹脂は熱硬化性のユ

リア樹脂やメラミン樹脂であった。この圧縮成

形機はいまではすっかり射出成形機に代わって

しまった。斎藤栄市さんは倉庫の片隅にある当

時の圧縮成形機を前に『中卒後、大阪へ修業に

出されたが、家へ帰ってくると、このプレスを

手伝わされた』と回想する。

企業診断が経営改善に役立つ

工場アパートに入ってから企業は順調に伸び

4 4年には金型製造設備を持ち、 54年には株

式会社とした。斎藤さんはこのとき家業を継ぎ

代表取締役となった。

現在、刃物の柄は地元の刃物業者的40社か

ら一手に受注し、フル操業しているが、社内で

消化できない分は専属工場 (3軒、 6台）と外

注工場 (3軒、 7台）でこなしている。ともあ

れ刃物産業と共に苦労を重ね、今日の成長を遂

げてきたわけで、とくに高度化融資や設備近代

化融資を受けた際の企業診断が経営に大きく役

立ったという。

昨年、 1昨年の刃物産業界は輸出を中心にか

ってない好況にわいたが、いまは下り坂。この

ため新年はあまり期待できないので『いままで

取り組んできた高品質化と納期を守ろことは当

然であるが、今年はコストダウンと取り組みた

い』と、斎藤さんは景気の後退を予測して新し

い目標をかかげる。（写真は成形工場）
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事務局だより

会員と事務局を結ぷページ

あけましておめでとうこざいます。

今年も組合員の皆さんから一層親しんでいた

だけるように、事務局員一同がんばります。

ロ研修親睦旅行次回にも参加下さい D

毎年恒例になっています研修親睦旅行は、 5

ページの記事にありますように福井県を訪ねま

した。とくに宿泊地は山中温泉のホテル山の湯

で参加者一同は楽しく懇親、翌日は東尋坊や九

谷焼・輪島塗りセンターを訪ねるなど、北陸路

の観光を心ゆくまで味わってきました。次回の

企画にはぜひ皆さんのご参加をお願いします。

ロ労働保険の事務組合に参加下さいロ

当工業組合は労働保険事務組合として、組合

員企業から労働保険（雇用保険、労働保険）の

事務委託をしています。このほどその職安の事

務処理がコンピュータにより即時処理されるこ

とになりました。これを機会に組合員企業の労

働保険事務を工組事務局がかねている労働保険

事務組合に委かせて下さることをおすすめしま

す。

事務委託していただいた事業主の利点は①事

業主自身の事務処理が軽減される②事業主およ

び家族従業者も労災保険に特別加入できる③保

険料を年間 8回にわけて納付でぎるーなどです。

なお、岐阜県下には当組合など20 0の事務組

合があり、約2万事業所が事務委託しています。

ロ暖房機の共同購入は大好評でしたロ

このほど実施した『業務用スポット暖房機』

の共同購入は大好評で、予定した台数を全部売

り尽しました。むしろ一部の方々には注文をい

ただきましたが品物が間に合わず、ご迷惑をか

けました。次回も種々共同購入事業を計画して

おりますのでよろしくお願いします。今夏は松

下電工製の業務用機器の『スポットクーラー』

や『作業扇』を計画しております。

□神戸市で 1月に日用品フェア開くロ

日本プラスチック日用品工業組合主催の『'82

全日本プラスチック日用品フェア』は、 1月22

日、 23日の 2日間、神戸市内のポートアイラ

ンドで開かれます。

岐阜県のプラスチック
1 982 46号

昭和57年1月1日発行
発行岐阜市六条南2丁目 11番1号

（岐阜産業会館4階）

電話 (0582)72-7173

岐阜県プラスチック工業組合
発行責任者 大松 幸 栄

＊之の石油化学製品一一◎取扱品目 中低圧ポリエチレン

ポリスチレン ポリプロピレン

高圧ポリエチレン＇
カルプR

ポリカーボネート

出光E9劇t:零諜式舎社虚東京都千代田区丸の内3-1-1（国際ピル）〒100 ft 03-213-3111 

名古屋営業所名古屋市中区錦 1-17-13（名興ピル）〒4600052-231-861! 
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iを噴新与
今年もよろしく

あ網ぃ申し上し十ます

昭和5ワ年元旦

岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

工
業
組
合
役
員

＼
＞
疇

同

岐阜プラスチック工業塁[

取締役社長大松幸栄

本社岐阜市神田町9丁目25（大岐阜ビル6F)
TEL <0582> 65-2233低

株式会社

＼
＂
ず

g}¥

ot 
艤

東海ポリエチ工業所

取締役社長大野繁俊

本社工場羽島郡岐南町野中字州崎

TEL <0582> 46-1313印

合資会社

田中化学工業所

代表取締役田中弘一

本社工場 関市小屋名 520

TEL <05752> 8-2077 

品質と技術の工業部品専門メーカー

武藤合成株式会社

代表取締役武藤昭三

本社工場各務原市蘇原村雨町 8の46
TEL <0583> 82-4361四

ひまわり印家庭用雑貨

東和化成株式会社

代表取締役納土栄一郎

本社・工場岐阜市前一色8丁目 5番16号
TEL<0582> 45--5528（閃〒500

東京営業所東京都中央区新富1丁目5番1別｝
TEL<O 3>551-6300〒104



バス・斯空機・車輌・刑舶用各種座席、航空機部品
強化プラスチノクス、太勘温水器

天龍工業株式会社

本社 岐阜県各務原市蘇厭興亜町4丁目 1
TEい0583>82-4111（大代）

岐阜技研ポリマー

株式会社

代表取締役篠田 哲

本 社岐阜市長森岩地46 5の1
TEL<0582>45 -8348 

本社工場岐阜市長森岩埴青水 14 5 
TEL<0582>46 -2541 

コダマ樹脂工業株式会社

代表取締役児玉庄一

岐阜県安八郡神戸町末守37 7の1

TEL<058427>4141番（代表）

関化成工業有限会社

代表取締役林 光夫

本社関市東町 4の 9の 1
TEL⑳5752>2-1545似）

工場関市ひかり町

T EL<05752>2-4904 

大垣プラスチック

工業株式会社

取締役社長日比正隆

本社工場大垣市大島町 2丁目 394番地
TEに o5 s 4 >s 1 -13 4箭

名古屋営塑町 名古屋市東区代官町 24 
TEL<05 2>93 2-3 94的

合成樹脂原料製造販売
委託加工及カラーリング

美濃化学工業株式会社

代表取締役吉田博司

本社岐阜県美濃市上条 62 -1 
TEL<O 5 7 5 3>3 -1 8 8 8 

名古屋三光合成樹脂工業：百

岐阜工場

取締役工場長米谷元則

名占呈市南区鳥栖町2丁目93番地
TEL<052> 8 2 2-13 2 5番因

岐阜工場 岐阜県安八都安八町森部2454の1
TEL<058464>代表 3388番

厚見プラスチックス

工業有限会社

代表取締役真鍋義雄

本社岐阜市上川手 49 8番地
TEに 05 8 2> 4 5 -1 2 4 5 



燈｝
秋元産業株式会社
本 社東京都中央区八重洲 5の 7

名古屋営業所 名古屋市中村区米屋町2（埼上ビル9F)

TEL <052〉582-5 0 7 1 

⑤唖-ら寮芝槻械株式会社

本 社東京都中央区銀座 4 丁目 2 - 11 

名古屋営業所名古屋市中村区名駅 4丁目 7番 23号

化工機課 TEL 〈052〉561-8 3 4 1 

三差射出till三紺
mF孟••J-x··
350MF·450MF• 550MF • 650MF・ 850MF 

三菱重工業株式会社

本社産業機械第一部東京都千代田区丸の内2-s-1云東京(03)212-3111

名古屋営業所産業機械一課名古屋市中村区名駅3-28-12（大名古屋ピル 9階） ff(OS2)562-2176人
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9●l19991l199●- 菱 油 化 株 社
取締役杜長 吉

式会
正樹田

本 社

名古屋支店

〒100

〒450

東京都千代田区丸の内 2丁目 5番 2号（ご菱ビル）
T E L (03) 283 -5 6 8 9 ff-t) 
名古桓市中村区名駅3-28-12 （大名古屋ヒル 5階）
TEL(052) 563-5641伯t)

ポリエチレン

スミカセンR
エチレン酢酸ビニル共重合樹脂

エバテートR
ポリプロピレン

住友ノープレンR
ポリスチレン樹脂

エスブライト

塩化ビニ！レ樹脂

スミリットR
メタアクリルンート

スミペックスR
メタアクリル樹脂

スミペックス-BR
高密度ポリエチレン

スミカセンハード

熱可塑性エラストマー

住友RTPE
合成ゴムSBR

住友RSBR
合成ゴムEPR

エスプレン8
エチレン酢酸ピニル
塩化ビニル共重合樹脂

スミグラフトR

住友化学工業株式会社
名古屋支店 〒460名古屋市中区錦l丁目11番18号（興銀ビル）

電話〈052〉201-7571

匪ヽ も＇プロ

ポリプロヒレンニ軸延伸フィルム

禽
名古屋営業所

山 逹株式會祉
名古屋市中村区名駅四丁目27番23号（新名古屋ヒル東館 5階）

電話 (052) 581-1581（代）
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ロ斤しい素材を価悟防るものに

匹 9言租m"＂マー
名古屋支店名古屋市中村区名駅4丁目 27番 28号 （新名古屋ビル）
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越信

f言租〗ニノ’J二］＿ーニノ
§信越化学／名古屋支店
名古屋市中村区名駅4-27-23（新名古展ビル東館）

TEL(052) 581-6511（イi:)

プラスチックの離型に最適な離型剤を

ご紹介します。

信越シリコーン離型剤。熱に強く、化

学的に不活性てすから、型や成形材料

を汚したり、傷めたりする心配があり

ません。不良品の発生を防ぐばかりか、

清掃などの労力が軽減てきますのて‘‘‘

作業能率も一段と向上します。

く特長＞

●少量の塗布で百ぐ杓だ離型性。

●耐熱性、撥水性に芍ぐnていま百。
●化学的に不舌性て可のて、塑を喝し言已わUo

●複雑芯塁にも使えま百。

●呈種万豊冨で言。



●80年代テーマ

r鼻fる」
高速精密汎用射出成形機 SEシリーズ
「高附加価値成形」と「省エネルギー」の両機能を兼ね

備えた80年代の射出成形機です。省電力対応型の電子コ
ントローラによって、射出・型締および油圧など各機構

をデジタル制御。とりわけ油圧機構には新機軸の油圧回

路SSEシステムにより、油圧の動力損失を最小限に抑え
て、消費電力を大幅に減少させました。省電力効果は40
~70%（製品により異なる）と極限を追求したものです。

NISSEI =＝l 歩進んだ射出成形機をあととけする日輯鑓脂工業隷式紐
工涅

所

出張所

岐阜出張所 岐阜市茜部4962-1（茜ヒル！合 (0582)72-5952 

伊藤忠商事株式會社

名古屋支社エネルギー化学品部合成樹脂課

名古屋市中区錦—ー丁目 5 番 1 1 

〒460-91 名古屋中郵便局私翡粕10号

慮話 (052)203:.__2481-2488 



？業薬:]販売
合成樹脂

山 田 化 成 式株 社
取締役社長 山

水会
正田

本 社

名古屋出張所

〒101東京都千代田区内神田 2丁目 8 番 4号
T E L (03) 256-7 8 6 1（代）

〒460名古屋市中区丸の内3丁目13番18号（サワニビル）
T E L (052) 961 -6 5 9 1（代）

． ． 
＠
④
 日事含虚コ・ム樟式含社本社／東京都中央区築辺11・24TEL(03)54Hlll•名古屋支店/TEL(052)571-1231 



発見と発明
MMA部門を中心として、時代のニーズに合った
発見と発明を・・・

ゆだガな生舌環境をワ□エイド

“発見”されたモノをH常1：活に使用

てきるように研究開発することが＂発明”

て` す。人類にとって新し<“発兄＂された

エネルギー天然ガス＂を原料に「， 'di

品質索材の総合開発」をテーマに、“発

明＂を続ける協和ガス化学 l業。メタ

クリル貫生産メーカーとして、常に

“より良いもの＂を求め続けています。

メタクリル樹脂・；主型板“っ9っウ罠
メタクリル樹脂・押出板

コl=E'z.~X
メタクリJけ封肝成形材料

“ゥ”いット
協和ガス化学工業株式会社

本社 〒l03東京都中央1メ11本揉382新II本橋ビルつ{O3)2773l74 
人阪争務所 0106)34539Ol r.，9，牛常覧所口1052)95l-63%
福岡常業所 ftl0921711-i530 ftll台岱；業所 SIO222)661525 

活きてる素材。
三菱レイヨンのプラスチック

メタクリル杉t月后 杭伏品

アワ’Jライトメタクリル,,t詣 配土成形材＊十

アワ’JペットR
ABS柱t脂

ヮィャベットABS
♦ 
＾三菱レイヨン東泉(272)4321 大阪(202)2241／名古屋(561)67日
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今新しい
テーフ)レウェアーの
たび だち

出発。
ノーブル（英語）とは｀高貴”という意味、

その名にふさわしいテーブルウェアー

として、 リスの一貰したデザインポリ

シーから生まれたメタクリル樹脂の最

高級品です。

ぃノープル

岐阜プラスチック工業株式会社
本 杜鼓阜市神田町 9丁目25（大岐阜ビル 6F) TEL〈0582>65-2233（代）
稲羽工場岐阜県各務原市前渡東町 3620 TEL〈0583>86-9311（代）
支 店 東京・大阪・名古屋•福岡 営業所 高松・広島・仙台・札観・字都宮


